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1.  平成25年3月期第2四半期の業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 5,447 △0.6 62 474.9 41 ― 36 ―
24年3月期第2四半期 5,480 6.6 10 ― △9 ― △51 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 2.44 ―
24年3月期第2四半期 △3.46 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第2四半期 11,055 4,937 44.7
24年3月期 11,257 4,900 43.5
（参考） 自己資本   25年3月期第2四半期  4,937百万円 24年3月期  4,900百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
25年3月期 ― 0.00
25年3月期（予想） ― 0.00 0.00

3. 平成25年 3月期の業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,460 5.9 400 84.9 340 89.2 280 114.0 18.77



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）「四半期財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第５条の４に該当するものであります。詳細は添付資料3ページ「２．サマリー情報（注記
事項）に関する事項 （2）会計方針の変更・会計上の見積の変更・修正再表示」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 15,577,500 株 24年3月期 15,577,500 株
② 期末自己株式数 25年3月期2Q 666,078 株 24年3月期 664,851 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 14,911,665 株 24年3月期2Q 14,915,055 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づ
く四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料3ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （3）業績予想に関する定性的情報」をご
覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

当第2四半期累計期間におけるわが国経済は、震災復興に伴う公共投資の本格化や製造業を中心とした設備投

資の復調などにより、緩やかながら回復傾向にあるものの、欧州債務問題や中国の景気減速などの影響により、

依然として不透明な環境で推移いたしました。 

住宅関連業界におきましては、景気の不透明感に伴い、依然として新設住宅着工戸数は低水準にあり、ま

た、特に持家については前年同月比を下回る状況が続くなど厳しい状況が続いております。 

こうした事業環境のなか、当社におきましては、「勇躍、突破」をスローガンに、困難な局面を打破し、飛

躍を目指す年と位置付け、品質とコスト競争力を高め、収益の確保に努めております。 

積層建材事業については、特にカウンターが大手建材メーカー、ビルダーから安定した受注が確保できたこ

と、また、塗装設備の増強や生産工程の改善など更なる品質強化、生産性向上に努めた結果、堅調な事業運営と

なりました。 

 木構造建材事業については、第2四半期は季節的な要因もあり販売は伸び悩みました。しかし、既存顧客への

需要深耕策や新規顧客の開拓への取り組みが奏功し、収益性の改善が図られているとともに、資材の見直し、合

理化等これら施策が着実に成果となって表れ、業績回復の道筋がより確かなものとなりました。そのほかパネル

事業の再構築など一層強固な事業基盤の強化に努めております。 

 化粧建材事業については、和風造作材や化粧階段の受注が伸び悩み、当初の予想を大幅に下回る非常に厳しい

状況下で推移いたしました。 

 これらの結果、当第2四半期累計期間の売上高は54億47百万円と前年同四半期と比較し、32百万円（△0.6％）

の減収となりました。利益面では営業利益62百万円と前年同四半期と比較し、51百万円（474.9％）の増益、経

常利益は41百万円（前年同四半期は経常損失9百万円）、四半期純利益は36百万円（前年同四半期は四半期純損

失51百万円）となりました。 

   

（２）財政状態に関する定性的情報 

 当第2四半期会計期間末における総資産につきましては、110億55百万円となり、前事業年度末と比べ2億1百万

円減少となりました。これは主に現金及び預金、棚卸資産の減少等によるものであります。 

 負債については、61億18百万円となり、前事業年度末と比べ2億38百万円減少となりました。これは長期借入

金の増加があったものの、仕入債務及び短期借入金等の減少によるものであります。 

 純資産については、49億37百万円となり、前事業年度末と比べ36百万円増加しております。これは主に四半期

純利益の計上によるものであります。 

 この結果、総資産の減少及び純資産の増加等により、自己資本比率は前事業年度末と比べ1.2ポイント増加の

44.7％となりました。 

 キャッシュ・フローの状況につきましては、当第2四半期会計期間末における現金及び現金同等物の残高は6億

32百万円となり、前事業年度末と比較して1億6百万円減少いたしました。 

 当第2四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果使用した資金は2億12百万円となり、前年同四半期と比較し1億82百万円の増加となりました。

これは主に税引前四半期純利益40百万円、減価償却費1億67百万円及び棚卸資産の減少86百万円等の得られた資

金があったものの、仕入債務の減少5億39百万円等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は1億36百万円となり、前年同四半期と比較し1億25百万円減少となりました。こ

れは主に有形固定資産の取得による支出1億6百万円及び無形固定資産の取得による支出23百万円等によるもので

あります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果得られた資金は2億42百万円となり、前年同四半期と比較し47百万円減少となりました。これ

は主に長期借入金の返済よる支出3億4百万円及び短期借入金の純減額2億50百万円があったものの、長期借入金

による収入8億円によるものであります。 

   

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（３）業績予想に関する定性的情報 

景気の不透明感から、引き続き住宅市場は厳しい環境が予測されるなか、当社におきましては、特に販売強

化に努めるとともに収益改善に引き続き取り組んでまいります。 

 なかでも当第2四半期累計期間において化粧建材事業の業績が予想を大幅に下回る結果となり、全社業績に影

響を及ぼしたことから、第3四半期以降は同事業における業容拡大に傾注いたします。具体的には階段のバリエ

ーションを拡充すべく準備を進めてきた設備が稼働する予定であり、これら方策を中心に階段の拡販、増産体制

の構築に努めます。木構造建材事業ではパネル事業の設備増強を図るなど一層の販売、生産の強化策を講じる所

存であり、現時点では、業績予想の修正は行わないものであります。 

  

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

  

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（減価償却方法の変更） 

 当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産につ

いて、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期累計期間の営業利益、経常損益及び税引前四半期純利益はそれ

ぞれ1百万円増加しております。 

  

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：百万円）

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 738 632

受取手形及び売掛金 3,712 3,691

商品及び製品 227 195

仕掛品 426 420

原材料及び貯蔵品 919 870

その他 128 108

貸倒引当金 △4 △4

流動資産合計 6,149 5,915

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,118 1,105

土地 2,917 2,917

その他（純額） 739 787

有形固定資産合計 4,775 4,810

無形固定資産 166 157

投資その他の資産   

その他 259 216

貸倒引当金 △93 △44

投資その他の資産合計 165 172

固定資産合計 5,108 5,140

資産合計 11,257 11,055
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（単位：百万円）

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成24年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,977 2,438

短期借入金 800 550

1年内返済予定の長期借入金 545 646

未払法人税等 18 14

賞与引当金 － 20

その他 399 441

流動負債合計 4,742 4,110

固定負債   

長期借入金 1,386 1,781

退職給付引当金 116 124

役員退職慰労引当金 87 79

資産除去債務 2 2

その他 21 19

固定負債合計 1,614 2,008

負債合計 6,356 6,118

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,473 2,473

資本剰余金 2,675 2,675

利益剰余金 △8 28

自己株式 △239 △239

株主資本合計 4,900 4,937

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △0 0

評価・換算差額等合計 △0 0

純資産合計 4,900 4,937

負債純資産合計 11,257 11,055
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（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

売上高 5,480 5,447

売上原価 4,779 4,716

売上総利益 701 731

販売費及び一般管理費 690 668

営業利益 10 62

営業外収益   

受取配当金 － 0

仕入割引 0 －

受取手数料 2 2

雇用調整助成金 2 1

その他の雇用関連収入 － 2

その他 6 2

営業外収益合計 10 8

営業外費用   

支払利息 20 19

売上割引 10 9

その他 1 0

営業外費用合計 31 29

経常利益又は経常損失（△） △9 41

特別利益   

固定資産売却益 2 0

投資有価証券売却益 17 －

特別利益合計 20 0

特別損失   

固定資産売却損 0 －

固定資産廃棄損 7 1

減損損失 50 －

その他 0 0

特別損失合計 59 1

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △48 40

法人税、住民税及び事業税 4 4

法人税等調整額 △1 △0

法人税等合計 2 4

四半期純利益又は四半期純損失（△） △51 36
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

△48 40

減価償却費 172 167

負ののれん償却額 △1 －

減損損失 50 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △49

賞与引当金の増減額（△は減少） △30 20

受取利息及び受取配当金 △0 △0

支払利息 20 19

固定資産除売却損益（△は益） 5 0

投資有価証券売却損益（△は益） △17 －

売上債権の増減額（△は増加） △115 20

たな卸資産の増減額（△は増加） △227 86

仕入債務の増減額（△は減少） 94 △539

その他 97 49

小計 △0 △184

利息及び配当金の受取額 0 0

利息の支払額 △20 △19

法人税等の支払額 △8 △8

法人税等の還付額 0 0

営業活動によるキャッシュ・フロー △29 △212

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △248 △106

有形固定資産の売却による収入 14 －

無形固定資産の取得による支出 △50 △23

投資有価証券の取得による支出 － △0

投資有価証券の売却による収入 30 －

その他 △8 △6

投資活動によるキャッシュ・フロー △261 △136

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 100 △250

長期借入れによる収入 500 800

長期借入金の返済による支出 △306 △304

リース債務の返済による支出 △2 △3

自己株式の取得による支出 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 290 242

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △0 △106

現金及び現金同等物の期首残高 722 738

現金及び現金同等物の四半期末残高 721 632
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 該当事項はありません。   

   

 該当事項はありません。   

   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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